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《本号の表紙絵》

因証弁・古方後世両医論の扉絵

画面右端、百味箪笥を背にした禿頭･十徳姿の

人物が本書の作者､高村隆円(幕末江戸の医者､伝

未詳、草芽庵と号す)。「イヤ私の因証弁は決して
うが

穿ちの積りではござりません。どこ迄もまじめに

かいたのでござりますが、とかく見る人がしゃれ

のこころえで見られますには、実にこまり入ま

す」と二人の武士と会話中。

耆題は医書のごとくであるが、実は古方･後世

の異同優劣論に形式･用語を借りた、戯作体の国

防論である。この六月に米海軍提督ペリーが通商

を求めて浦賀に来航した、嘉永六年（1853）九月

の作。「因証弁』は古方派の峻剤投与(異国船打払

い）では根治しないから、当分は疑似の症（来航

の真意)に注視しつつ後世流の補益(通商と海防）

につとめ硬軟両様に備えるべきことを説く。『古

方後世両医論』は安逸に身を持ち崩し天行病交
みくにしんじゆうろう

疫（交易にかける）に罹った皇国神洲郎の治療に

ことよせて、弥縫策に日を送り開国論議に明確な

方針をうち出せない幕政を批判している。

所掲の本は故大塚敬節収集の修琴堂文庫(北里

東医研医史研寄託)の所蔵。未刊のまま写本で伝

わり、他に慶応富士川文庫に一本、武田杏雨書屋

に二本が伝存する。修琴堂本の見返に「此書ハ平

亭銀鶏自筆也」と書入があり、杏雨書屋移管以前

の「乾々斎架蔵和書目録」でも著者を平亭主人と

していて、畑銀鶏(1790～1870、上野七日市藩医、

金鶏の男、戯作者）と本書のかかわりを示唆する

が未詳。（町泉寿郎）
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